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○ 利用規定

大学で契約している電子資料を利用する際は、定められた利用規定を守ってご利用ください。一般的

な注意点については、「データベース・電子ジャーナル等の利用上の注意へ」を参照してください。

電子ジャーナルを利用する

■早稲田大学電子ジャーナル・ポータル （大学契約データベース）

読みたい電子ジャーナルが決まっている場合は、電子ジャーナル・ポータルを使って、雑誌名やISSN（国際

標準逐次刊行物番号）から、早稲田大学で利用できる電子ジャーナルを調べます。電子ジャーナル・ポータ

ルには、以下のものが含まれています。

・早稲田大学が購読している電子ジャーナルのうち、 欧文電子ジャーナル、日本語電子ジャーナルの一部

（CiNii、JSTAGE、Journal@rchive 収録誌）

・一般公開されている電子ジャーナルの一部

■WINE [早稲田大学図書館の蔵書目録] （図書館 Web サイト）

蔵書検索システム WINE には、電子ジャーナルの多くが収録されています。詳細表示画面の「リンク情報」

にある「オンライン版」、「Click here for full text」などのリンクをクリックすると、全文情報に導かれます。

欧文雑誌の場合、同じタイトルの雑誌であっても、電子ジャーナルと冊子体はそれぞれ別々のレコードとし

て登録されています。検索結果一覧の画面でタイトルの後に「:WEB」と表示されるものが電子ジャーナルで

す。日本語雑誌の場合は、電子ジャーナルと冊子体の情報が同じ詳細表示画面に表示されます。

■無料電子雑誌論文の見つけ方（国立国会図書館） （一般 Web サイト）

電子ジャーナルには無料で一般に公開されているものもあり、それらを探すためのガイドです。例えば、

Googleなどの検索サイトで、論題を””（ダブルクォーテーション記号）で囲んで検索（フレーズ検索）してみる

と見つかる場合があります。

電子ブックを利用する

■学術情報検索 （図書館Ｗｅb サイト）

TOP ページで「分野や資料タイプから探す」の資料タイプのプルダウンから「電子ブック・電子化コレクショ

ン」を選択すると、登録されている電子ブックの一覧を見ることができます。コレクション名（青空文庫、

NetLibrary 等）や提供元名（World Bank、OECD 等）から検索することも可能です。

■WINE [早稲田大学図書館の蔵書目録] （図書館 Web サイト）

早稲田大学の蔵書検索システムWINEには、電子ブックの多くが収録されており、個々の電子ブックの書名

などから検索することができます。検索結果一覧でタイトルの後ろに「:WEB」と表示されるものが電子ブック

です。WINE のキーワード検索で、「Material Type」を「Web（電子資料）」に指定すると、電子ブックを含む電

子資料に絞り込むことができます。検索後、詳細表示画面の「リンク情報」にあるリンクをクリックすると全文

情報に導かれます。

自宅など学外から利用する（学外アクセス）

■学外アクセス （図書館 Web サイト）

大学が契約しているデータベース・電子ジャーナル・電子ブックなどの電子資料は、契約により大学のネッ

トワーク環境に接続したコンピュータからのみ利用できるように制限されています。この「学外アクセス」は

自宅や出張先など学外からそれらを利用するためのサービスです。利用対象者は早稲田大学に在籍する

学部学生・大学院学生・常勤の教職員で Waseda-net に登録済みの方に限ります（非常勤の方はご利用に

なれません）。

http://www.wul.waseda.ac.jp/db/db_notice.html
http://tm3xa4ur3u.search.serialssolutions.com/
http://wine.wul.waseda.ac.jp/
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-400134.php
http://www.google.co.jp/
http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/
http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/index.html
http://wine.wul.waseda.ac.jp/
http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/remote/

